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第 1 章では，まず，本研究の動機づけと目的を述べる。第 2章では，代数的仕様の意味とそれに関連す
る諸概念の定義を行い，第 3章では，本研究で記述の対象とした081 プロトコルについての概要を述べ
るo
第 4 章では，通信プロトコルの代数的仕様記述の例として. 081 セション層のサービス定義とプロト
コル仕様の代数的仕様記述について述べる。サービス定義の代数的仕様では，セション層の論理的通信路
8 C (セションコネクション)の端点8CEP(セションコネクションエンドポイン卜)において上位層ユ
ーザに提供されるサービスを定義するため. 8CEP を抽象的な順序機械として記述し，また. 8 C の両
8CEP 聞に成り立つべき関係として，データの送受信順に関する性質を記述した。プロトコル仕様につ
いても. 8 PM (セションプロトコルマシン)を抽象的順序機械として記述し，それに基づいて，二つの
8PM とトランスポート層との関係を記述した。
第 5 章では，第 4章で述べたセション層の代数的仕様の検証について述べる。まず，抽象的順序機械と












述および検証と実現について述べられている。まず， 081 セション層の論理的通信路8 C (セションコ
ネクション)の端点8 C EP (セションコネクションエンドポイント)において上位層ユーザに提供さ
れるサービスを定義するため， 8 CEP を抽象的な順序機械として記述している。また， 8 C の両8CE
P 聞に成り立つべき関係として，データの送受信)1頂K関する性質が記述されているo プロトコル仕様につ
いても， 8 P M (セションプロトコルマシン)を抽象的順序機械として記述し，それに基づいて，二つの
8PMとトランスポート層との関係が記述されている。次IC::，セション層の代数的仕様の検証について述
べられている。まず，抽象的順序機械として記述された二つの仕様 t 1, t 2 について. t2 が t l O_::詳細化で=
あるための十分条件が示されている。そして，この条件を利用してフ。ロトコル仕様がサービス定義の詳細
化となっている乙との検証が行われている。さらに，抽象的順序機械の形で記述されたプロトコルの代数
的仕様が与えられたとき，そのプロトコルに従って動作する比較的効率の良い手続き型の通信フ。ログラム
を機械的に生成する方法が示されている。また，本手法に従って作成されたコンパイラを用いて， 081
セションプロトコルの代数的仕様を通信プログラムに変換し，別に作成されたテスト環境のもとで，いく
つかのテスト系列について，生成されたフ。ログラムが正しく動作することが確認されているo これらの研
究成果は，通信プロトコルの代数的仕様記述法に寄与すると乙ろが大きく，学位論文として価値あるもの
と認める。
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